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【主な研究成果】
　福井大学において厚さ1.5 mm，寸法150 mm×150 mmのA1050-H24板材を用い，インクリメンタルフォーミングにより円錐台形状に成形した試料を，再度インクリメンタルフォーミングによって平坦化し，さらに熊本大学の圧延機を用いて圧延を行った。本研究では，平坦化加工と同時に厚肉領域を工具で押し込み，減肉化を試みた。
　従来法では，円錐台成形後の板厚分布に大きな差が残り，圧延時に破断が生じることが課題であった。そこで，XYピッチ，押し込み時の工具高さ，周回方法を変化させ，平坦化後の板厚分布および圧延時の破断ロールギャップを比較した。その結果，本手法により従来法よりも板厚差を小さくできることが確認された。特に，XYピッチを小さくし，工具の押し込み量を大きくするほど減肉化量が増大した。一方，交互周回では周期変化部において増肉化が生じる可能性が示された。
　圧延実験では，板厚差の低減により，従来法より小さいロールギャップまで圧延可能となったが，目標ロールギャップに到達する前に破断が発生し，破断の完全な抑制には至らなかった。破断は，工具経路の周期変化部における板厚差と局所的な塑性ひずみの蓄積が主因と考えられる。

【今後の展望】
　成形用治具を改良して試験片中央部に穴を開けなくても固定できるようにする．また成形形状も円錐台だけではなく角錐台などについても調査する．また，板厚分布，表面粗さだけではなく，リサイクル材としてどのような特性があるかを引張試験等を行い機械的特性を調べる．

【具体的な成果】
　●学会発表
・2024年度成果を2025年9月塑性加工連合講演会にて口頭発表
・2025年度成果を2026年9月塑性加工連合講演会にて口頭発表予定
　●獲得外部資金
・天田財団2005年度一般研究開発助成，３００万円
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